






報告書『Shell mounds of Omori』 を上梓した。大森貝塚からは、261点の出土品が確認され、その内
214点が土器であり、後年その土器のほとんどが縄文時代後期の加曾利B式土器であることが判明し
た。この特殊な模様を持つ土器をモースは報告書の中で「Cord marked pottery」と命名した。
　モースが上梓した『Shell mounds of Omori』を邦訳したのは、アメリカへ留学、後に東京開成学
校教授・教育博物館長などを歴任した矢田部良吉である。1879（明治12）年、矢田部は、『大森介墟























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 論　　文　　名 巻・号 雑誌発行月
１ 古銅釼の記（古銅剣の記） １巻３号 明治19年４月
２ 第四版圖解（支那の古風） １巻４号 明治19年５月
３ 婚姻風俗集（三編） １巻４号 明治19年５月
４ 第六版圖解（枕石） １巻８号 明治19年10月
５ 第七版圖解（土器彙報三件） ２巻９号 明治19年11月
６ 高鍋此木大明神ハ朝鮮人ヲ祭リシモノナリ ２巻９号 明治19年11月
７ 石器彙報 ２巻10号 明治19年12月
８ 第八版圖解（朝鮮ニテ掘出セル土器） ２巻10号 明治19年12月
９ 奥羽巡回報告 ２巻11号 明治20年１月
10 埴輪ノ事（第９版） ２巻11号 明治20年１月
11 岩木山神社石櫃ノ記 ２巻12号 明治20年２月
12 古鈴圖解（古鈴） ２巻12号 明治20年２月
13 銅鐸圖解、石版圖入（第十一版圖解） ２巻13号 明治20年３月
14 内耳鍋ノ話、圖入 ２巻14号 明治20年４月
15 第十二版圖解 ２巻14号 明治20年４月
16 第十三版圖解 ２巻15号 明治20年５月
17 曲玉圖解　（陸奥瓶岡ノ曲玉） ２巻16号 明治20年６月
18 陸奥瓶岡ニテ曲玉ヲ発見ス ２巻16号 明治20年６月
19 銅鏃ノ事、圖入 ２巻17号 明治20年７月
20 古土器圖解（古土器第十五版圖解） ２巻17号 明治20年７月
21 柏原學而氏所藏銅鐸ノ来歴 ２巻17号 明治20年７月





24 銅釼ノ鋳形 ２巻19号 明治20年９月
25 石ノ下駄、圖版附（石履（屐ノ誤リ）ノ話） ３巻20号 明治20年10月
26 飛騨國古墳上段ノ下ニ石槨ノアリシ話（飛騨古墳） ３巻20号 明治20年10月
27 土中出顕實見記（経巻実見記） ３巻20号 明治20年10月
28 河内国千塚ヨリ出テクル陶枕（河内陶枕） ３巻22号 明治20年12月
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26 飛騨國古墳上段ノ下ニ石槨ノアリシ話（飛騨古墳） ３巻20号 明治20年10月
27 土中出顕實見記（経巻実見記） ３巻20号 明治20年10月
28 河内国千塚ヨリ出テクル陶枕（河内陶枕） ３巻22号 明治20年12月







































年　　月 縄紋 縄文 その他 人類学雑誌巻号 考古学雑誌巻号 文字使用者
1886.４ ○ 人類学会報告３号 白井光太郎
1888.10 ○ ○ ４巻　32号 東京人類学会
1888.12 ○ ４巻　34号 神田　孝平
1889.３ ○ ４巻　37号 羽柴　雄輔
1890.４ ○ ５巻　49号 坪井正五郎
1892.２ ○ ７巻　71号 神田　孝平
1892.５ ○ ７巻　74号 三宅　米吉
1893.11 ○ ９巻　92号 鳥居　龍藏
1898.７ ○ 13巻148号 濱田　耕作
1904.10 ○ 20巻223号 山中　　笑
1907.１ 有紋・無文 23巻　４号 鳥居　龍藏
1909.７ 無紋 24巻　10号 坪井正五郎
1909.８ 紋様 24巻　11号 鳥居　龍藏
1910.９ 紋様 １巻１号 高橋　健自
1910.12 文様・曲線文 １巻４号 伊東　忠太
1911.１ 飛鳥紋・文様 １巻５号 伊東　忠太
1911.２ 波紋・花紋 １巻５号 高橋　健自
1911.４ 紋様 27巻　１号 坪井正五郎
1912.７ 平文・裁文 ２巻11号 溝口禎次郎
1912.７ 鳥獣文・狩文 ２巻11号 考 古 学 会
1912.９ 平文・脱文 ３巻１号 高橋　健自
1912.11 鴛鴦文・鋸歯文 ３巻３号 高橋　健自
1913.２ 紋様・菊華紋 ３巻５号 伊東　忠太
1913.５ 文様・珠文 ３巻８号 丸山太一郎
1913.５ 文様 ３巻８号 考 古 学 会
1913.10 文様 ４巻１号 考 古 学 会
1917.10 文様・陽文様 ８巻２号 住田　正一
1917.10 水波文・帯状文 ８巻２号 考 古 学 会
1918.８ ○ 33巻　８号 濱田　耕作




番号 論　　文　　名 巻・号 雑誌発行月
30 秋田縣下ノ古器物ニ付キテ蓑虫老人ヨリノ書簡 ３巻23号 明治21年１月
31 銅鉾ニ關セル江藤氏ノ報告（銅剣鋳形） ３巻24号 明治21年２月
32 第二十二版圖解（飛騨国ノ石槌） ３巻24号 明治21年２月
33 銅鐸出處考（銅鉄出所考） ３巻25号 明治21年３月
34 第二十三版圖解（飛騨石冠） ３巻25号 明治21年３月
35 曲玉ノ有無如何 ３巻26号 明治21年４月
36 第二十四版圖解（陸奥石皿） ３巻26号 明治21年４月
37 第二十六版圖解（石合圖） ３巻29号 明治21年７月
38 御物大石器ニ似タル石器（石版圖付） ４巻32号 明治21年10月
39 飛騨ノ石器（圖入）三件 ４巻33号 明治21年11月
40 古鈴圖解 ４巻33号 明治21年11月
41 史前器所藏之原由 ４巻34号 明治21年12月
42 第二十七版圖解（飛騨の石器） ４巻41号 明治22年７月
43 第二十八版圖解（香炉形土器） ４巻42号 明治22年８月
44 第二十九版圖解（十字形宝石） ５巻46号 明治22年12月
45 飛騨国各種石冠畧圖説明 ５巻52号 明治23年７月
46 第三十版圖解 ５巻52号 明治23年７月
47 第三十一版圖解（石版圖入）（鬼面鈴） ６巻55号 明治23年10月
48 古物圖解（圖入）（信濃の貝器） ６巻58号 明治24年１月
49 津輕花巻村発見大甕續報並圖 ６巻60号 明治24年３月
50 腹部ニ小孔アル土器ニ就テ ６巻60号 明治24年３月
51 第三十二版圖解（三頭雷斧） ６巻63号 明治24年６月
52 六頭雷斧ノ答（坪井君の問に答ふ） ７巻67号 明治24年10月
53 石槌ノ小ナルモノ ７巻71号 明治25年２月
54 第三十三版ノ圖解（石器の奇品） ７巻77号 明治25年８月
55 越後の石棒 ８巻89号 明治26年８月
56 土偶及土版（淡涯） 12巻133号 明治30年４月
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は、本来〔主観的論理学におけ
る〕概念の発生的解明




























年　　月 縄紋 縄文 その他 人類学雑誌巻号 考古学雑誌巻号 文字使用者
1919.１ 〇 34巻１号 長谷部言人
1920.１ 唐草文・唐草紋 10巻５号 後藤　守一
1920.６ 〇 10巻10号 高橋　健自
1920.11 〇 11巻３号 後藤　守一
1921.８ 〇 36巻８号 濱田　耕作
1922.12 〇 13巻４号 後藤　守一
1923.２ 〇 13巻６号 後藤　守一
1923.７ 〇 13巻11号 後藤　守一
1923.８ 〇 13巻12号 後藤　守一
1924.３ 〇 14巻６号 考 古 学 会
1924.８ 〇 平行文・波状文 14巻11号 谷川　磐雄
1925.11 〇 無文・波文 15巻11号 直良　信夫
1926.11 〇 16巻12号 杉山壽榮男
1927.１ 〇 42巻１号 長谷部言人
1927.３ 〇 17巻３号 後藤　守一
1930.９ 〇 45巻９号 木村/弘津/小川
1937.１ 〇 52巻１号 八幡　一郎
1939.６ 〇 29巻６号 江坂　輝弥
1939.７ 〇 54巻７号 江坂　輝弥
1939.８ 〇 無文 54巻８号 酒詰　仲男
1939.９ 〇 文様 54巻９号 角田　文衛
1939.12 〇 54巻12号 稲尾典太郎
1940.２ 〇 55巻２号・４号 人 類 学 会
1941.９ 〇 56巻９号 八幡　一郎
1942.10 〇 57巻10号 林　　魁一
1944.６ 〇 59巻１号 江坂　輝弥
1949.４ 〇 60巻３号 山内　清男
　この表は、『東京人類学会雑誌・人類学雑誌』670冊、『考古学雑誌』373冊を検証し、「縄紋」から「縄文」
への転換の経緯を明確にするために、関連文字使用者550名を抽出した中から、本論に関係あるものと歴史的
に必要と思われるものを限られた紙面に合わせて再抽出し一覧としたものである。
　『東京人類学会雑誌』は、1911（明44）年４月に雑誌名を『人類学雑誌』に変更した。
